
異なり語数６１語（4,164例） 
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地方議会会議録におけるオノマトペの出現傾向に関する基礎的検討 
―少数の自治体に高頻度で出現するオノマトペについて― P5-16 

高丸圭一(宇都宮共和大)・内田ゆず（青学大）・乙武北斗(福岡大)・木村泰知(小樽商大) 
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オノマトペとして発言(1,321例) 

名称・呼称に使用(334例) 

①議会における語義の偏り 
「ばくっ」 (13都府県・56例) 

「ふわっ」 (１８都道府県・３６例) 

②係り先の地域差 
「つるつる」(14都道府県・37例) 

③意味の地域差 
「ぴしゃっ」（12都府県・１１２例） 

「あびっ子クラブ」「ふっつ」「あさぴー」など 

「くちゅっ」「ちんたら」「ぴちん」など 

「さんさんたる」(惨憺たる)など 

「くすり」(薬) 「ぼたん」(牡丹)など 

「少しとりに来て」など 

研究の目的 

全体的な傾向 

 手作業による 
 出現傾向の分析 

分析対象のオノマトペ 
・出現都道府県数20以下 
・出現確率50×10-7以上 

まとめ 

オノマトペ辞書 

2466語 

2010年度の会議録 
全国４０２自治体 

約3億語 

地方議会会議録研究におけるオノマトペの利活用に向けた基礎的検討 
地方議会会議録というやや改まった話しことばの記録にどのようなオノマトペが出現するのか
を確認する。 

少数の都道府県に高頻度で出現するオノマトペについて，出現頻度を調査し，特徴を分析する。 

約3億語の地方議会会議録 

抽出されたオノマトペ 186,416語（異なり語数982語） 

2,466語のオノマトペ辞書 

事物の程度を表すオノマトペ，特に
政策の推進や適切な判断などに関
わるとみられるオノマトペが高頻度で
出現する。 

会議録特有の用法，語義の偏りが見
られる 

係り先に地域差のあるオノマトペが
見られる 

地域によって語義の異なるオノマト
ペが見られる 

表現技法の地域差という側面だけで
なく，議題や主題の理解にも役立つ
ことが示唆された。 

抽出された 
オノマトペ 

同音異義語(28例) 

その他の解析誤り(１４９例) 

言い間違い・入力ミス(２７例) 

他のオノマトペの一部(58例) 

固有名詞の一部(７２０例) 

方言に起因する誤り(1,527例) 

「きらら」 

 「市長はお金がないというたった一言でぴ
しゃっと切ってしまったんです。」（和歌山県） 

 「それでぴしゃっとやめるとなれば」（長野県） 

 「水が入るのをぴしゃっと入り口でとめていた
だいた」（山口県） 

 「そういうものについてぴしゃっと明らかにして
示す必要がある」（福岡県） 

 「赤字が出ようがぴしゃっとボーナスも出てお
る。」（長崎県） 

 「資料の提出方法を、もうちょっとぴしゃっと定
めた方がいい」（熊本県） 

 「こんな問題は、ぴしゃっとした方がおれはいい
んじゃねえかと思うんだけれども」（大分県） 

 「ここら辺をぴしゃっと整備しなければいけな
いというふうに思っております」（宮崎県） 

 「議会としてのばくっとした考え方なりを聞きたい」
（愛知県） 

 「この請願の項目については、割にばくっと書いて
あって、」（兵庫県） 

 「ちょっとばくっとした聞き方になりますが」（熊本県） 

 「えへん」（例「～せえへん」京都府等） 
 「じゃっ」（例「～じゃった。」山口県等） 
 「しとり」（例「～をしとります。」岡山県等） 
 「はった」（例「～くれはった。」大阪府等） 
 「かったん」（例「～できへんかったんかな」大阪府等） 
 「かんから」（例「～せなあかんから」兵庫県等） 

「ぴしゃっ」（九州地方以外の用例） 

「ぴしゃっ」（九州地方の用例） 「ばくっ」（「大ざっぱな」が多数見られる） 

「ふわっ」（「曖昧な」が多数見られる） 

「つるつる」（北海道では路面凍結に限定される） 

大分類 総数 

自然 人間 事物 3 

中分類 

天気 
温度 
水・液体 
火・土 

動作・状態 
感情・感覚 
性格・性質 
体格・姿 

音・道具・金銭 
形・状態 
程度 

動き・変化 

12 

小分類数 12 27 31 70 

延べ語数 261 939 1,266 2,466 

異なり語数 228 801 1,050 1,751 

オノマトペ 大分類 出現頻度 出現確率 
全国計(×107) 

しっかり 事物 77,464 119,550 
どんどん 事物 20,680 29,763 
はっきり 人間 19,382 28,122 
だんだん 事物 5,679 8,509 
かん 事物 5,171 7,647 
びっくり 人間 2,910 4,721 
つい 事物 2,728 4,544 
もろもろ 事物 2,372 3,688 
そろそろ 事物 2,021 2,906 
だっ 事物 1,984 2,809 

全会議録における出現確率上位10語 意味分類別の出現確率の合計 

 「海きらら」（長崎県) 

 「きらら交流館」（山口県）  
 「塚口さんさんタウン」（兵庫県） 
 「地域活動支援センターさんさん」（沖縄県） 「さんさん」 

明るい印象を与えるオノマトペ 直感的に理解しやすい名称 
 「子育ての駅ぐんぐん」（施設名称／新潟県） 
 「ぶんぶんテレビ」（ケーブルテレビ局名／佐賀県） 
 「ぶらぶら歩きがここちよいまち」（理念／東京都） 
 「ふわふわドーム」(公園遊具の名称／埼玉県) 

形態素解析誤りの起きやすい方言文法， 
固有名詞等に含まれるひらがなの文字列 

  ↓ 
オノマトペと部分一致し誤抽出される 

抽出手法の検討が必要 

 「非常にふわっとした書き方で、」 (宮城県) 

 「ちょっとふわっとした感じの、何ら具体性に欠け
た」（愛知県） 

 「押しなべてふわっとしたターゲットということで、
余り絞られてはないという」(鳥取県) 

 「釧路特有のつるつる路面は歩行者の転倒を招
いておりますが、」(北海道) 他11例 

 「タイヤが何台もつるつるで、本当あれは使える
状況でない」(山口県) 

 「きらら３９７ 」（北海道) 


